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研究成果の概要（和文）： 
擬似ドキュメンタリーとしてのモキュメンタリーの源流を歴史的に遡りつつ、今現在のモキュ

メンタリーがどのような形で展開されているかを幅広く概観することにより、モキュメンタリ

ー表現の特質に迫ることを目指した。「リアリティ TV」に代表される、今日の「セルフ・カメ

ラ」を主体とした表現方式の流行、「モキュメンタリー」形式への注目により、実存主義的な問

題を含む「メディア・リテラシー」に対する再検討を試みた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This project explored how documentary and fictional works are changing in the era of 

reality TV. Even in fictional works, real incidents are often introduced, but not enough 

to be considered nonfiction works. This tendency shows the intersection of documentary 

and fiction in the era of reality TV. 
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１．研究開始当初の背景 
「リアリティTV」に代表される、今日の「セ

ルフ・カメラ」を主体とした表現方式の流行

は、ドキュメンタリー表現にはたしてどのよ

うな影響を及ぼしうるのか。「モキュメンタ

リー」（擬似ドキュメンタリー）形式への注

目もあわせて、「アイデンティティの探求」

という古くて新しい実存主義的な問い、「メ
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ディア・リテラシー」の問題、そしてそもそ

も「ドキュメンタリーとは何か」という根源

的な問いに対する再検討の気運が高まって

いる。「リアリティ TV」の観点から、ドキュ

メンタリー表現の可能性を再吟味し、「ドキ

ュメンタリー」そのものを再定義する。 

 

２．研究の目的 

（１）本研究課題は、現代社会を「リアリテ

ィ TV」時代と定義し、20 世紀末から現在に

かけて成立した表現作品を現象学的にとり

上げ幅広く概観する。さらに、ドキュメンタ

リー作品が虚構性に対して自覚的であるこ

とを強いられ、その一方で「作り物の世界」

を現出させるためにドキュメンタリー製作

が作中に組み込まれる「モキュメンタリー」

表現の可能性について焦点を当てる。 

リアリティを追究するためにノン・フィク

ションではなく「作り物の世界」の方が虚構

との対照を一層浮き彫りにさせる意味にお

いても有効であることの逆説性について考

察する。とりわけ近年のドキュメンタリー表

現において大きな潮流となっている、「セル

フ・カメラ」の手法によるアイデンティティ

探求の試みは、「リアリティ TV」時代におけ

るアイデンティティへの揺らぎ、本物と作り

物の世界と間の差異の揺らぎを如実に示し

ているのではないか。『サヴァイバー』（2002

～03）、『Black.White.』（2006-  ）をはじめ

とするリアリティ番組においても、観客をも

巻き込む形のメタ・フィクション構造により、

観客までもが傍観者ではいられない立場を

突きつけられることになる。「リアリティTV」

時代にリアリティを追究することの可能性

／不可能性に目を向けるとき、21世紀におけ

る新たな表現の可能性が展望されることに

なるのではないか。 

 ドキュメンタリーが虚構性を帯びること

に自覚的にならざるをえない状況とは逆に、

「作り物の世界」である虚構作品における

「作り物のリアリティ」を追究する上でどの

ような現象が現れているのであろうか。『ボ

ラット――栄光なる国家カザフスタンのた

めのアメリカ文化学習』（Borat: Cultural 

Learnings of America for Make Benefit 

Glorious Nation of Kazakhstan, 2006）で

は、作中人物がドキュメンタリー映画や番組

を製作しているという設定が施されており、

物語世界を構成する要素として登場人物を

映す視点の中に製作中のドキュメンタリー

映画の映像が挟み込まれるという二重の構

造になっている。ドキュメンタリー表現の

「虚構性」「恣意性」に対する近年の批評意

識が、フィクションの領域の中で「モキュメ

ンタリー」と称される新たな潮流を産み出し、

「作り物の世界」と「本物の世界」の間の境

界線に漂う要素に鋭く目を向けている。ある

いは、ビデオ・アクティヴィストを自称する

土屋豊の『PEEP TV SHOW』や、2005年の山

形ドキュメンタリー映画祭で注目を集めた、

松江哲明の『Identity』などの作品は、ビデ

オカメラを回し続けるドキュメンタリー映

像の中に見え隠れする被写体の「演じている

要素」と「素の要素」の両面の間の境界線を

探求し続けている。最新鋭の表現者の試みに

もできるだけ目を配りたい。 

（２）まず、現在のドキュメンタリー表現を

分析するために、「リアリティ TV」、「モキュ

メンタリー」、「セルフ・カメラ」の３つのキ

ーワードを掲げ、その歴史的展開を明らかに

していきたい。 

たとえば、「リアリティ TV」を例にとるな

らば、そもそも｢リアリティTV｣とはどのよう

な表現形式であるのだろうか。余計な編集や

仕込みを一切排除し、ありのままの映像を伝

える、文字通り「リアリティ」を追究した表



 

 

現活動である。1990 年代に流行し、21 世紀

はじめにかけて数多の類似番組が登場した。

「リアリティTV」は、世界的に同時多発的に

流行しているという特徴がある。また、ある

面では同時多発的な動きであったと同時に、

TV 番組の世界的流通を可能にするグローバ

ルな市場が確立してきたという背景も、この

現象を加速させるために大きな役割をはた

していることを指摘することができる。すな

わち、ある新しい傾向を持つ「リアリティTV」

番組のフォーマットを転用する権利を公式

に売買する市場が成立してきたという背景

である。 

「リアリティ TV」の歴史によれば、1948

年に放映が開始された、「キャンディット・

カメラ」に遡ることができるという説がある。

「キャンディッド・カメラ」とはつまり、日

本でも流行した、「隠しカメラ」撮影による

「ドッキリカメラ」と称される番組形式であ

るが、「隠しカメラ」を用いた番組制作に欠

かせない、カメラなどの機器が軽量化、かつ

高性能を有するようになった、1980年代半ば

から 90 年代にかけてのテクノロジーの急激

な発達も、「リアリティ TV」の手法がもたら

される背景として大きな役割をはたしてい

る。 

2007年現在では、アメリカにおける「リア

リティTV」番組は、短い時間であまりにも乱

立してしまったために、視聴者から飽きられ

つつあるという状況にあることを認めない

わけにはいかないが、表現可能な「リアリテ

ィTV」番組の手法はおおよそ出揃ったとみな

すことができるのではないか。便宜上、特徴

的な「リアリティTV」番組について９つのカ

テゴリーに分類してみた。もちろんこうした

分類に関しては異論を持つものであること

はまちがいないが、「リアリティ TV」に顕著

にあらわれる特徴を分析考察してみたい。 

日本の TV ヴァラエティ番組においても、

「リアリティTV」とあえてうたわなくとも取

り入れられている要素が多く、ある面では日

本のTV番組の方が先鋭的であることもある。

先ほども言及したとおり、同時多発的な現象

として「リアリティTV」的手法と主題が世界

中であらわれていること、また、グローバル

な市場が確立した中でフォーマットの権利

売買が進み、さらに各国文化の中で浸透し、

発展を遂げている点を確認することができ

るのではないか。「世界規模での同時多発的

な動き」と「各国文化別の比較」を軸に、「リ

アリティTV」とはどのような表現様式である

のかを理論的かつ、映像史の流れの中で位置

づけることを目指す。 

（３）すでに米国におけるメディア研究にお

いては、「リアリティTV」をはじめ、「モキュ

メンタリー」、「セルフ・カメラ」に関しても

充分な分析考察がなされており、研究書の数

も膨大にある。しかしながら日本においては、

社会派ドキュメンタリーにまつわる研究は

すでに一定の成果が示されているものの、

「リアリティTV」にまつわる文献は研究書ば

かりか、一般書を含めてもほとんど存在して

いない状況にあり続けている。本研究課題を

出版企画への布石として位置づけ、「リアリ

ティTV」の観点から、ドキュメンタリー表現

史を歴史的展開に留意して捉え直すことに

より、メディア史、映画史を書き換える構想

にも貢献できるのではないか。 

 また、米国のメディア研究において、現時

点では日本の状況が紹介分析される機会は

それほど多くはない。本研究課題の特色とし

て、日本での「リアリティTV／メディア／ド

キュメンタリー」研究への貢献を目指すと同

時に、海外学会などでの英語での成果発表を

試みることにより、米国での同研究領域への

貢献も視野に入れておきたい。「リアリティ



 

 

TV」、「モキュメンタリー」、「セルフ・カメラ」

は、ある一定の文化が別の文化に対して一方

的に影響を及ぼすという形の展開をしてい

ない点に最大の特徴がある。インターネット

を含むテクノロジーの発達を背景にした、グ

ローバル化の問題と不可欠なものであり、と

りわけ TV ヴァラエティ番組に代表される、

TV 文化において日本での「リアリティ TV」

への取り組みは世界水準で見ても先鋭的な

ものであり、また、作り手が「リアリティTV」

の手法を意識していない場合もあるために、

国内外ともに状況を一望しにくい。 

「リアリティ TV」、「モキュメンタリー」、

「セルフ・カメラ」の３つの観点を切り口に、

日本国内のみならず、海外での成果発表を目

指すことにより、基礎文献の構築を目指す。 

 

３．研究の方法 

 主要な作品や現象についての各論の執筆

を開始する。具体的には「リアリティ TV の

歴史的展開と各国別比較」、「モキュメンタリ

ー史」、「「セルフ・カメラの導入がドキュメ

ンタリー映像表現に与える影響について」、

「リアリティ TV 時代におけるアイデンティ

ティ探求／実存主義との関連性」などのテー

マについて考える上で重要な作品を具体的

に採り上げ、精緻な分析を施していきたい。

優秀な英文校閲者の協力を仰ぎ、海外への学

会発表、論文投稿を含む、英語での成果発表

を目指す。アメリカ合衆国の大学や研究機関

を訪問し、日本で入手できない作品や最新の

研究成果などを参照するために、大学での教

育実践の視察などを予定。「ヒストリー・オ

ブ・コンシャスネス学科」という独特の学際

研究で有名なカリフォルニア大学サンタク

ルーズ校や、豊富な資料を持つ同大学バーク

レー校付設図書館などを訪問する。 

 

４．研究成果 

 ドキュメンタリーが虚構性を帯びること

に自覚的にならざるをえない状況とは逆に、

「作り物の世界」である虚構作品における

「作り物のリアリティ」を追究する上でどの

ような現象が現れているのだろうか。本研究

では特に「モキュメンタリー」をめぐる動向

に注目することにより、近年の虚構と非虚構

との境界線に対する意識がドキュメンタリ

ー表現に対してどのような形で表れている

のかを具体例に即しつつ検討した。本研究で

は米国カリフォルニア大学バークレー校メ

ディア・リソース・センター「モキュメンタ

リー・コレクション」のリストなどを参照し、

モキュメンタリー表現の歴史を展望した。こ

のリストは、「架空の人物や団体、虚構の事

件や出来事に基づいて作られるドキュメン

タリーの表現様式」を取り入れた、広い意味

での「モキュメンタリー」映画を扱っている。

近年の「モキュメンタリー」の試みについて

分析する営みは、同時に映画史を「モキュメ

ンタリー」の視点から再検討することにも繋

がってくるのではないか。 

 擬似ドキュメンタリーとしてのモキュメ

ンタリーの源流を歴史的に遡りつつ、今現在

のモキュメンタリーがどのような形で展開

されているかを幅広く概観してみることに

より、モキュメンタリー表現の特質に迫るこ

とを目指した。「リアリティ TV」に代表され

る、今日の「セルフ・カメラ」を主体とした

表現方式の流行、「モキュメンタリー」（擬似

ドキュメンタリー）形式への注目により、「ア

イデンティティの探求」「文化を見る眼差し」

という古くて新しい実存主義的な問い、「メ

ディア・リテラシー」の問題、そしてそもそ

も「ドキュメンタリーとは何か」という根源

的な問いに対する再検討の気運の高まりを

改めて確認することができた。 
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